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】.見 か た

最近のように合成化学が進歩してくると,やつぎばやに

新材料が発表され,それに伴っていろいろのかたちのマ

グネットワイヤを作るようになる｡

電線メーカーは,電気機器メーカーの材料部門として

それぞれの新製品に対する特性を究明し,これを示し,

使用目的に応じたマグネットワイヤの選択を需要家にお

願いするわけである.二.

この際まず問題になるのは電椀メーカーの用便紆介の

方法であって,そのもの単独のデーターを示しがちであ

る0 また,その概説を述べても,電気機器の設計者にあ

まり役だたない吸含が多い｡機器の設計ほ従来から佐川

しているものに比べて,その長所,短所の差を明確に与

えているものでないと,そのデータ一に興味がないよう

で･使う意欲が起きないということであるしその点でき

るだけ新製晶のデーターとほかのものとの比較考察した

ものを示すよう電線メーカーは心がけるべきである.っ

次に関越になるのは特殊の電気機岩音をJ鋸､てほ,その

寿命を25年以上保託しなければならないために,これら

に使うマグネットワイヤ白身もそれぞれの佐用条件濫耐

え･かつ余裕のあるものでなければならぬ｡このことを

いいかえればマグネットワイヤの耐熱度とノ子命を定旨用勺

に示し･それを保証してやらなければならないことであ

る｡しかし,残念ながら機者達の致命的欠陥を生ずるまで

にマグネットワイヤがどのような電気的,機械的,負荷

がかかったか明解を得られないために,程々の想定をお

いて･物理的,機械〔軋 電気的特性の劣化を求めようと

している｡この耐熱度,

電気学会のマグネットワイヤ専門委員会で

いて,

要な間

してとりあげられているが,各国とも共通な問題となり,

これらに関する論文の多くなってきていることほこの要

求のせつなるものがあることを示している｡この試 法

と判定基準が明確でなく,モータの実用試験をまってい

*
日立電線株式会社電線工場 工作

第1表 構 成 と 耐熱 区 分



たのでは新製品の紹介が遅れるという社会情勢下におい

ては簡易試験法(1),たとえば2個より法モートレツト法

で比較的短期間でその耐熱度,

えてやむをえないと考える｡日
_l_.

J∠.

を判定することもあ

会社において

も,数年来その検討を行っているが,一応の結論を得る

のに約1年余も要することと,判定基準になる特性とし

て,何を選べば機器メーカーの設計者が納得されるかで

あるが,機器内の電線に加わる熱的,機械的機構が究明

されていない現今においてほ,より多くのデーターがあ

ればより信頼度が高いということになりそうである｡そ

れだ桝こマグネットワイヤの耐熱度と寿命に異論の起き

第2表 エナメル祝の機械的性能

注:表中nx とあるのは導体径のn倍径の樺に巻き付けたこと

を意味し.それに異状のなかったものをOK と明示

ヤたイかりびト選ツたネかグ見マの
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るのは当然であろう｡しかしこの方面の考え方ほ油性エ

ナメル縦や綿巻線が40～50年も使われてきていること

や,ホルマール線もすでに約10年の使用実績が出てき

ていることなどを基におき,それぞれの機器の使用条件

と短期間で行われた促進劣化試験のデーターと相まって

寿命の推定を行うべきであり,これに対して機器メーカ

ーほ積極的に電線メーカーを援助すること,他方モータ

の使用 歴と寿命のデーターを数多くとられ,これと電

線との閑適をつけることが将来のためにぜひ必要であ

る｡それまでは電線メーカーが示した 性のわかった電

線のデーターを積極的に利用してほしいし,またそうす

べきであろう｡

次に電気機械の良いものをつくるためにまずマグネッ

トワイヤのすぐれたものを選ばねばならない｡そのため

第3表 エナメル線の耐熱性

注二 義中nX とあるは導体径のn倍径の棒に巻き付けたことを

意味し,それに異状のなかったものをOKと明示
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に材料の良いものを依って,設備のすぐれたところで,

すぐれた作業員が良心的に作った 品であって,なおか

つ十分な検査を行い,特性の保証された均一性に富んだ

ものでなければならない○古くからある綿巻線,紙巻線

などほこの点比較的問題が少なく需要家も苦労が少ない

ものと思うが･広い意味でのエナメル線においてほ,そ

の種類が多く,たとえば油性エナメル緑,ホルマール繰,

ナイロンエナメル線,ポリウレタンエナメル線,ポリエ

ステルエナメル線,シリコーンエナメル緑,テフロンエナ

メル線･エポキシエナメル線などがあり,さらにそれぞ

れについての配合,厚さ,塗装条件を異にしているため

エナメル線の性能ほ相当広範囲に相違しているものとい

わざるを得ない｡したがってボビン巻の端末からの少量

テストで十分その性能が保証されるものを電線メーカー

として支給せねばならぬ｡その保証のために通産省が油

性エナメル繰,ホルマール線などについてJIS審査を行

い粗悪品の市場進出をふせごうとしているわけである

が･このことだけで安心しうるものでなく,前述のよう

な場作りが必要であり･会社の性格がより重視されるゆ

えんであると思う｡

このような均一性に富んだ素性のわかったマグネット

ワイヤを依って,さらに乾燥,ワニス処理,あるいはコ

ンパウンド含浸などの工程を経るが,これらの処理がは

たして電線をいためずにその目的をはたしたかどうか,

電線とワニスの技術的相関性を十分吟味しておかなけれ

ばならない0したがってワニスの特性ほもちろん,とき

には配合まで知らねばならない場合がおきる｡日立のよ

うに電線もワニスも自家製されているところではこのよ

うな問題ほほとんど起きない｡まんいち起きても致命的

事故にならず即座に解決されるものである｡しかし,電

線とワニスをまったく別会社,別系統のところから入手

されているときほ,電線が悪かったためか,ワニスが悪

かったためか･処理条件が意かったためか明らかでない

ときが起きる｡この場合電線の製造条件,ワニスの使い



方がそれぞれ社外秘のことが多いために,それぞれが最

適使用条件になっていないことがある｡このような場合

電機メーカーはその日的に合った電線の受入 験を厳

に行うべきであり,そのことほかなりのむだとなって現

われる｡その上電線の均一性,そのほかに信用をおけな

い場合はさらに大きな損失となろう｡このようなことか

ら考えると電線ワニスを同一系統のところから入手され

て,相互作用を十分吟味し,随時配合そのほかを勝手に

変更し得ないよう管理下におくことが望まいノ､｡

もちろん以~Fに示すデーターは→応の乍

てほしいところである｡

ただ巌近のエナメル線用

そのほか特殊用

として知っ

料材料,巻線用繊維材料,

になる押出用材料も変りつつあり,ま

た,需要家のマグネットワイヤへの要望もそれに付随し

て,推移しつつあるので,占横

耐熱軟化性,耐

耐熱性などは別

,■けr焼性,耐摩耗性,
性,耐冷媒性,耐水性,耐ワニス性,

告することにし,本ノートに

おいてほ一般的手引になる材料とマグネットワイヤの性

能,規格などを示すことにした｡

2.各種エナメル線の諸性能

前述の主旨に従い,各種エナメル線の性能比較(2)-(6〉

第5表 エ ナ メ ル 線 の

ヤたイかりびト選ツたネかグ見マ
の
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耐ワニス性などiこついてはしばしば述べてきたので,本

ノートにおいては角度を変えて,H.L.Saums民ら(7)の

論文をもとにした各種エナメル繰の材料ならびに電線の

性能の比較表を示す｡

第1表ほエナメル線の主組成材と耐 区分,弟2表ほ

機械的性能,第3表に耐熱性,弟4表に電気的性能,弟

5表に化学的性能を示した｡

これらのデーターと本文中に示されている意見ならび

に筆者の意見を入れて縫合的に各種エナメル繰の長所お

よび用途を示すと葬る表のようである｡

3.繊維質絶縁材料を用いたマグネット

ワイヤの諸性能

エナメル線と同様にH.L.Saums民ら(8)の発 をも

とにし,マグネットワイヤに用いる繊維質絶縁材料とそ

れぞれの電線の性能を以下に示すことにした｡弟7表は

材料とそれを用いた電線の長所ならびに欠点を示す

ものであり,第8表ほ各種 線の種類による熱区分,特

性と応用を示すものである｡繊維を用いたものほ,加熱

時において,スペーサーの役割をはたし,信煩度が高い

ため,占積率において不利な一

機器に多く利用されている｡

耐溶 剤,耐薬 品性

があるにかかわらず大形

OK

OK

OK 可 無
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4.各 国 規 格

前述のような各瞳エナメル線,ならびに繊維眉絶

料を用いたマグネットワイヤがあるが,いずれも各国の

規格になっているとは限らず,各社各様の規格を作って

いるようである｡しかし一応わが国ならびに諸外国の代

表的規格を示すと弟9表のようである｡

規格の制定に当ってほ利害得失を相異にする立場でま

とめねばならぬ場合があり,よりよい電線を要求する余

り,材料の本質を度外視した試験を採用される場合がま

まおこる｡電線メーカーほ電気機器メーカーの材料部門

であることに間違いはないので,無理な要求でもあえて

作り,その場を押し通される心配があるが,機器の寿命

が出る20～30年後の結果を誰が見守るかを考えると寒

心に耐えない｡諸外国の規格をよく調査し,材料の本質

と使い方をよく調べ,互にゆずるべきところはゆずって,

後日物笑いの撞になりたくないものである｡

5.選 び か た

前章に述べたとおり,マグネットワイヤの種類ほきわ

めて多く,その性能も多様である｡したがってこれらの

特性を熟知し,

占積率がよく均一であること｡

高温度使用中に導体抵抗の変化を起さぬこと｡

可掟性にすぐれていること｡

皮膜あるいほ被覆の強度の大きいこと｡

耐熱,耐寒性のそれぞれの目的に適合していること｡

処理用ワニスならびにその溶剤に耐えること｡

耐熱軟化性の高いこと｡

熱衝撃性に強いこと｡

耐薬品性,耐冷媒性などそれぞれの目的に適合するこ

と｡

寿命の長いこと｡

電線とワニスメーカーの信板歴と系列を考えること｡

などの技術的面から,まず第一に選び出した電線がその

目的に適合するかどうかを検討してみなければならな

い｡もし致命的欠点が存在しそうな場合は,その特性が

よりよいほかのものを各表を参照し,見直してみる必要

があろう.｡これ以外に価格も重要であり,価格と性能を照

合して決めなければならない｡それらが決ったときiこ,

どの程度の仕様で購入するかであるが,まず,外国規格

の程度を知り,国内,社内規格をさらに高度化せねばな

らないかどうか吟味してみるべきであろう｡しかし,規

格の改訂ほ簡単に行うべきでなく,改訂したことにより,

訂正部分は改善されても,ほかの特性を著しく低下させ

ていることがあるから注意を要する｡

第6表 各種エナメル線の長所短所および川途



技術者ノートほ繰り返し読み返して役だっものであ

り,それぞれの 門の手引とする

のためにほ規格の内容と論文を記

とが必要であり,そ

すべきと思ったが,

論文だけでも数百件にものぼるので,いずれ機会をあら

ヤたイかりびト選ツたネかグ見マの
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ためて発表することにして割愛した｡

本ノートがマグネットワイヤの需要家にいくぷんでも

参考になれば宰である｡

第7表 各種繊維質絶縁材料を川いたマグネットワイヤの特長と欠点

(1)間瀬,古賀:

(昭32-12)

(2)間瀬,江尻:

(昭31】10)

(3)間瀬,荻野:

(昭31-10)

参 芳 文 献

日立評論 別冊電線ケーブル特集42

日立詳論 別冊電線ケーブル特集86

日立評論 別田電線ケーブル特集92

4

5

6

7

し

し

し

.し

(8)

工業材料 5′ 28(昭32-2)

工業材料 5′ 77(昭32-4)

間瀬,渡辺:オーム 44′ 40(昭32-3)

H.L.Saums,W.W.Pendleton:Elec.Mfg130

(Oct.1957)
H.LSaums,W.W.Pendleton:Elec.Mfg 93

(Feb.1958)
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第 8 表 繊 維 質 て グ ネ

構 造

電線の軽焼

被覆材料【讐付ワニ

熱 区 分ぐC)

ワニス処理の
とき

綿 巻 線

紙 巻 線

ガラス巻線
(フェノール焼付)

ナイロン糸巻線

ガ ラ ス 巻 線
(シリコーン焼付)

デ イ ク ロ ンー

ガ ラ ス 巻= 線

アスベスト巻平角
巻線

アスベストガラス

平角巻線

綿糸

紙テーフ

ガラス糸

ガラス糸

ガラス糸

とデイク

ロン糸

ガラス糸
とデイク
ロン′

ガラス糸
補強のア
スベスト

ガラス糸
補強アス
ベストと

ガラス糸

なし

なし

有機フェ

ノール樹
脂

シリコ】

こ/

シリコー

ン

有軽質ワ
ニス

有機質ワ
ニニス

可 挽 性

ドレル
1050C 48時間加熱後
試験せず

硬さまたは伸び

AlVG

線番
1′､9

最小伸
び(%)
30

10～23 25

24′･･･34 20

35～40 15

130

乾式変圧器
では155qC

180

乾式変圧器
では2200C

(警護境)

130

乾式変圧器
では1550C

常態
AWG線番

12

13へノ22

23～30

5倍 4倍 3倍
OK

OK

OK

常態
10倍 OK

AWG線番 15倍
1～16 0K

17～36

常態
10倍 OK

常態
AWG線番 一重 二軍
0～1 11倍OK lO倍OK
2～10 9倍OK 8倍OK
14～16 7倍OK 6倍OK
17～40 5倍OK 4倍OK

常態

AWG線番
16

17′～36

常 態
AWG線番 一重
0～1 11倍OK
2～10 9倍OK
14～16 7倍OK
17～40 5倍OK

6倍OK
4倍OK

常 態
厚み(mm)
6.4へノ2.6

2.5～1.3

1.3～0.6

常 態
厚み(mm)
6.4～2.6

2.5～1.3

1.3～0.6

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3倍OK

1050C 48

5倍
OK

時間加熱後
4倍 3倍

OK

OK

105ロC 48時間加熱後
試験せず

200ウC5時間1270C
加熱後 カ

24

熱此
20倍OK 15倍
20倍OK lO倍

明後琵

105ロC 48時間加熱後
試験せず

1770C 24時間後

一重 二貢
11倍OK lO倍OK
9倍OK 8倍OK
7倍OK 6倍OK
5倍OK 4倍OK

加熱後
20倍OK

20† OK

加熱後
15倍OK
10† OK

11倍OK
9倍OK
7倍OK
5倍OK

二重
10倍OK
8倍OK
6倍OK
5倍OK

加熱後
試験せず

1270C24時間加熱後

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3倍OK

1270C24時間加熱後
マンドレル比
6倍OK
4倍OK

3倍OK

8･～22 25

3
4
0
2
3
｣
｢
-

<
U
4
5
1
2
3

5
0
5
2
2
1

1～8 30

9～15 20

16～21 15

22′･･J28 20*

29～30 15*

(ガラス脱離)

5
0
5
2
2
1

1～8

9～15

16′〉21

22′-28

29～30

*絶縁離脱

*

(
U
(
U
■
一
D
O
5

3
2
1
2
1

1～9

10～22

23～40

厚み 最小伸
(mm) ぴ(%)
6.4～1.3 32

1.3～0.6 30

6.4～1.3 32

1.3～0.6 30



イ ヤ の 特 性 と 応 用

絶 縁 耐 力(Layer testあるいはmetalshot test)

マグネッ

の見かた
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応 用

試 験 せ ず

AWG線番 マンドレル径(mm)
8～10

11′〉15

16～20

21～24

25～28

29～30

25.4

19.1

12.7

12.7
6.4

6.4

最小耐圧(Ⅴ)
330

265

265

265

200

200

試 験 せ ず

AWG線番 マンT:レル径(mm)
1～9 直線のまま
10～23 25.4

24～30 6.4

G*

75V/mi1
3(;0
225

DG*

90V/mi1
450
400

(導体と堤垣間で試験し,最小厚部分のミルあたりの耐圧)(*NEMA設計値)

試 験 せ ず

常態 Ⅴ/mil
AWG線番マンT:レル径(mm)

7～9

10～24

25～40

曲げない*
76.2

25.4

6.4

*metalshotで試険

蔓
0
0
0
0
0
0
5
〇

一
1
5
4
2 0
(
U
O
<
U
O
｢
〇
9
6
4

2508C5時間 加熱後

マンドレル径(mm)

一重
11～9倍
76.2

25.4

6.4

0
(
U
O
ハ
U
<
U
5

5
4
2

重
7
5
0
0
0
0
5
〇

二

9
6
4

4～9

10～23

24～30

曲げない
25.4

6.4

GD*

75V/mi1
360

225

(*NEMA設討値)

DGD*

90V/mi1
540

400

電圧(Ⅴ/mil)

AWG線番

7～9

10～24

25～40

マンドレル比(mm)
直線のまま
76.2

25.4

6.4

(*metalshot test)

(U(UO■.〇1
5
4
2

重
0
0
0
0

0
0
0
0
0
5
9
6
.
4

2609Cで5時間加熱後
電圧(Ⅴ/mil)

一重 二重 一重 二重
9～11倍径,8～10倍径 75 75

76.2(mm)76.2(mm) 500 900

25,4 25.4 400 600

6.4 6.4 250 450

試 験 せ ず

常 態
100V/mil
(直線状でmetalshot test)

200つC5時間加熱後
100V/mil
(直線状でmetalshot test)

ワニス処理または油含浸した場合1050C以上
にならないバラ巻コイル

鉱物油(普通トランス油)塩化油(不燃性油)
のどちらのものでも空冷式変圧器に使用｡
ワニス処理して105ロC以下のヰ∵【タ

古い形の絶縁で,メータなどのような小形コ
イルに使用

130～1550Cクラスのノミラ巻コイルモータ
乾式変圧器

1058Cクラスの網が使用されていたところに
とってかわる

180つC～220ロCクラスのバラ巻コイルのモータ
および乾式変圧器

1550Cクラスに使用する乾式変圧器耐摩耗,
接着性良好

全ガラスよりももっと耐摩耗性,接着性の必
要な高温機器に使用
平角線は乾式の高温度変圧器によい

抽入,変圧器,ワニス処理大形モータ

1550Cクラスの乾式変圧器

220つCクラスの乾式変圧器
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アスベスト一方ラ

ス平角巻線

アスベストーガラ

ス平角巻線

エナメル線巻線

エナメル紙巻線

ホルマールガラス

巻線

エナメルガラス巻
線

エナメルナイロン
巻線

エナメル網巻線

ホルマールアスベ

スト平角巻線

ホルマール紙巻線

エナメルアスベス

ト巻線

ホルマール綿巻線

ガラス補
強アスベ
スト

補
ペ
ガ
ス
ス
と
糸

ラ
ア
ト
ス

ガ
強
ス
ラ

油性エナ

メルと綿

油性エナ
メルと紙
テープ

ホルマー

ルとガラ

ス糸

油性エナ
メルとガ
ラス

油性エナ
メルとナ

イロン糸

油性エナ

メルと絹

ホ′レーマ㌧一

ルとアス

ベスト

油性エナ
メルとア

スベスト

ホルマー

ルと綿

:ンリコー
ン′

.リシ
ン

なし

有機質ワ
ニス

有機質ワ
ニス

なし

有機質ワ
ニス

有機質ワ
ニス

180

鹿式変圧媚
では2200C

180

乾式変圧器
では220⊃C

130

乾式変圧器
では1550C

常 態
厚み(mm)
6.4ノ～2.6

2.5～1.3

1.3～0.6

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3倍OK

常 態
厚み(mm)
6.4～2.6

2.5～1.3

1.3～0.6

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3借OK

常 態
10倍 OK

12

13～22

23～30

5倍OK
4倍OK
3倍OK

常 態
AWG線番

16

17～30
10倍OK
lO倍OK

常 態
A一軒G線番
4～30 10倍径OK

常 態
10倍 OK

常 態
10倍 OK

常 態
厚み(mm)
6.4～2.6

2.5【･一1.3

1.3～0.6

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3倍OK

常 態
AWG線番
3.26～2.05

1.82一-0.64

0.57～0.25

マンドレル比
5倍OK
4倍OK

3倍OK

常 態
厚み(mm)
6.4～2.6

2.5～1.3
1.3～0.6

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3倍OK

1270C24時間加熱後
マンドレル比

6倍OK
4イ告OK

3倍OK

1770C24時間加熱後

マンドレル比
6倍OK
4倍OK
3倍OK

加熱後試験せず

105〇C48時間加熱後

5倍 OK

4倍 OK

3倍 OK

200つC5時間
加熱後
20倍OK
20倍OK

170つC
加

24

熱心
10倍

問時
後
K

10倍OK

200⊃C5時間
加熱後
20倍OK

U71 間

K

時
後
0

24熱倍【し

-;

加熱後
試放せず

加熱後
試験せず

127コC24時間加熱後
6倍 OK

4倍 OK

3倍 OK

1050C48時間加熱後
マンドlル比

1270C24時間加熱後
6倍 OK
4倍 OK
OK

0.250～0.05132

0.050～0.025 30

0.250～0.051 32

0.050～0.025 30

AWG線番 最小伸び
1～9 30

10～23 25

24～34 20

35～40 15

5
0
0
2
2
1

1～8 30

9～15 20

16～21 15

22～28 20*

29～30 15*

(*ガラス脱鮭)

1～8 30
9～15 20

16～21 15
22～28 20*

29～30 15*

(*ガラス脱離)

3
4
0
2
3
.
4
-

､

､

0
4
5
1
2
3

5
0
5
2
2
1

5
0
5
2
2
1

厚み(mm)伸び(%)
6.4～2.6 25

2.5～1.3 20

1.3～0.6 10

AWG線番 伸び(%)
8′-22 25

23～27 20

28～30 10

厚み(mm)伸び(%)
6.4～2.6 32

2.5～1.3 32

1.3～0.6 30

AWG 伸び(%)
1～9 30

10～23 25

24～34 20

35～40 15



絶 縁 耐 力(Layer testあるいはmetalshot test)

常 態
100V/mil

(直線状でmetalshot test)

260つC5時間加熱後
100Vノ/mil

(直線状でmetalshot test)

試 験 せ ず

AlVG線番 マン7{レル径(mm ト重(V/mil)
10

11～15

16～20

21′-24

25～28

29～32

25.4

19.1

12.7

12.7

6.4

6.4

1,330

1,165

1,060

965

800

700

l●トン

WG番A繰

0
4
0
0
2
5
〇

一･l

l
1
2
2
3

二重(Ⅴ/mil)
2,330

2,015

1,765
1,515

1,200

950

Layer test

レル径(mm)SVSF DVSF SVHF

1,525 1,725 2,725
1,450 1,650 2,425

1,22う 1,425 2,200
1,150 1,350 1,900

850 1,050 1,525

700 900 1,225

最小電圧(Ⅴ/mil)
DVHF

2,925

2,625

2,400

2,100
1,725

1,425

AWG SVSF DVSF SVHF DVHF

2 - - 1,860 2,060

4 - -

6 → -

8 1,000 1,200

9 1,000 1,200

1,790

1,710

1,630

1,600

1,990

1,910

1,830

1,800

AWGマンドt/ル径(mm)SVSFDVSF SVHF DVHF

10～11
42～15

16～20

21～23

24

25～28

29～32

33･､ノ36

37～40

1,110 1,290

1,010 1,190

910 1,090

810 990

675 850

550 725

475 650

425 600

375 550

試験せず

AWG SVSF DVSF SVHF DVHF

8～9 525 600 試放せず

試 放 せ ず

試 験 せ ず

常 態
150V/mil

(仮綴状でmetalshotで試験)

200'C5時間加熱後
150V/mil
(直線状でmetalsbotで試険)

AWG線番 マンドレル径(mm)
25.4

19.1

12.7

12.7

6.4

6.4

SFP

l,330V/mil
l,165

1,065

965

800

700

SFDP

l,660V/mil
l,500

1,400

1,300

1,130

1,030

HFP

2,330V/mi1
2,015
1,765

1,515
1,700

950

HFDP

2,660V/mi1
2,350

2,100

1,850

1,530

1,300

常 態
150V/mil
(直線状でmetalshotで試験)

試 験 せ ず

200'C5時間加熱後
150V/mil

(直線状でmetalshotで試険)

ヤたイかりびト選ツたネかグ見マ
の

855

220ウCクラスの乾式変圧器

高温高圧乾式変圧器220'Cクラス

綿の耐摩耗,エナメルの耐温,耐油性を組合
せた古い形の材料

油冷およびワニス処理形の機舘に使う古い形
の材料,一般に空冷の変圧器,絶縁耐力と良
い耐温性

過負荷,耐温,耐電圧の要求されるところに
使用

なとる温え高た紬耐間色瞬過 る1050Cクラスのコイル

計終などで絹に代りつつある

1050Cの計器類および細いリレー用コイル

耐湿性の乾式変圧器

ホルマールの耐湿性と紙の矧生を活用した使
用用途

苛酷な使用状態にさらされるパラ巻コイル
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第9表 マグネットワイヤの規格一覧表 No.-1.33-7-12現在

規 格 番 号 l 名 称 l発行年月日

ナ

線

巻

線

JIS C3202-1957

JIS C3203-1957

JCS 243
ASAC9.1r1953(NEMAMWl-1953)

ASAC9.5-1955(NEMAMW15,1955)

ASAC9.6r1955(NEMAMW18-1955)

NEMA MW7-1954

NEMA MW8-]954

BS 156-1951

BS1844-1952

BS1961-1953

BS2039-1953

IS 449-1953

DIN46435 Blattl

DIN46435 Blatt2

DIN46436 Blatt]

DIN46436 Blatt2

DIN46436 Blatt3

DIN46453

DIN46455

JIS C3204-1953

JCS 31-1957

JCS 239-1954

JCS 240-1954

JCS 24ト1956

JCS193-1950

ASAC9.2-1953(NEMA
ASAC9.3-1953(NEMA
ASAC9.4-1953(NEMA
ASAC9.7r1955(NEMA

NEMA MW31-1956

BS1258-1946

BS1497-1948

BS1791-1951

BS1815-1952

BS1933-1953

BS2084-1954

BS2479-1954

BS2480-1954

IS 450-1953

＼ノ

ーノ､､)ノ

ーノ

3
3
3
5
5
5
5
5
9
9
9
9
1
1
1
1

1

一
一
一

l
1
2
2
1
2
2
3

い
け
Ⅵ
じ

M
M
M
M

DIN46434 Blattl

DIN46434 Blatt2

DTN46434 Blatt3

エ ナ メ ル 銅 線
ホ ル マ ー ル 銅 線
ホルマ

ール平角銅線
EnamelTCoated Round C(〕pPer Magnet Wire

Single and Heavy VinylAcetal-Coated Round Copper
Magnet Wire

Heavy VinylAcetal･Coated Rectangulor and Square

CoppFrMagnet Wire

CeramlCInsulated Round Copper Magnet Wire with
Silic?nCoating
CeramlCInsulated Round Copper Magnet Wire with
Tetrafluorsethylene Coating

EnamelledRoundCopperWire(01eo-ResinousEnamel)
Amend

Enamelled Round Copper Wire(Enamelwith Vinyl

AcetalBase)
EnamelledRoundCopperWire(01eo-ResinousEnamel)
Metric Units

Ename11ed Round Copper Wire(Enamelwith Vinyl

AcetalBase)Metric
EnamelledHigh-ConductivityAnnealedRound Copper

Wire(01eo-Resinous Enamel)

Kupfer-Runddr豆htelackisoliert und doppelト1ackisoli

ert エナメル絶縁および二重エナメル絶縁丸銅線
(KupferLLackdr豆hte undDoppellackdrえhte-rund)
〔エナメル丸銅線および二重エナメル丸銅線)

Masse 寸 法

Kupfer-Runddr畠htelackisolicrt und doppelt-1ackisoli

ert エナメル絶縁および二重エナメル絶縁丸銅線
(Kupfer-Lackdr畠hte und Doppellackdr畠hteLrund)

(エナメル丸銅線および二重エナメル丸銅線)
Teehnische Lieferbedingungen 技術的引渡条件

K11Pfer-Runddr畠hteisoliert 絶縁丸銅娘
einLuIュd mekrfack bcsponnen

一重および多重被覆

Kupfer-Runddr豆hteisoliert 絶縁丸銅線
1ackisoliert und ein-und mekrfock umsponnen

エナメル絶縁および一重および二重被優

Kupfer-Runddrahtelackisoliert
エナメル絶縁丸銅線

Technische Licfcrbedingungen 技術的引渡条件

Kupfer-Runddr豆htcisoliert 絶縁丸銅線
Prufverfahren 試晩方法

Runderlackisolierter Aluminumdraht
エナメル絶縁丸

アルミニウム梅
Technische Lieferbedingungen 技術的引渡条件

よび縞巻銅貌
平 角 銅 線
巻 銅 触
巻平角

統 巻 平 角 銅 娘

エナメル綿巻およぴエナメル網巻銅線

Cotton Covered Round Copper Magnet Wire

Silk Covered Round Copper Magnet Wire

Nylon Fiber Covered Round Copper Magnet Wire

Double Paper SingleCotton Covered]Rectangularand

Square Copper Magnet Wire

Single Paper Covered Round Copper Magnet Wire

TextileCoveredBunchedEnamelledCopperWireCon-

ductors

Impregnatcd Asbestos-Covered Solid CopperConductL

OrS.(Amend)
Cotton Covered Round Copper Wire

Enamel(01eo-Resinous)and Cotton Covered Round
Copper Wires

Varnish-Bonded,Glass Covered Round Copper Wires
Cotton Covered Round Copper Wil･eS

Enamel(01eoLResinous)and Silk or Rayon Covered
Round Copper Wire

Silk or Rayon Covered Round Copper Wire

Cotton Covered High-Conductivity Annealed Round
Copper Wire

Flachdr豆hteisoliert Flachseileisoliert

絶縁平角線および絶縁平角撚線
Zunahme der Breite und Dicke beiIsolierung druck
Kapferseide,Baumnvolk Folie,Glasside,Glimmer-

Gowebeland. 銅絹糸,木綿,箔,ガラス,綿糸,マイカテ

ープ絶縁による幅および厚さの増加

Flachdr豆hteisoliert Flachseileisoliert

絶縁平角娘および絶縁平角撚線
Zunahme der Breite und Dicke beiIsolierung druck

papler 紙絶縁による幅および厚さの増加

Flachdr為hteisoliert Flachseile

絶縁平角線および絶縁平角撚線
Technishe Lieferbedingungen

isoliert

技術的引渡条件

1957-11-25改正
1957-6-28改正

1953-7-10制定
1955-11-23制定

1955-4

1954-12

1954-12

1955-4

1952-

1953-

1953-

1953一

1953-10-2

1957-1

1954-

1954-11

1956-7

1950-10-20

1953-7-10

1953-7-10

1953-7-10

1955-4

1956-9

1946

1949-7

1951-

1952-

1953-

1954-

1954-

1954-

1953一

1955-9(案)

1955-9(案)

1955-9(案)

審議中

改訂審議中




